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1 目的 

 本プロジェクトでは、さいたま市桜区大久保地区を「国際交流地域」と呼ぶ。そして、埼玉大

学周辺の幼稚園・保育園における外国人家族との共生に関する緊急のニーズを把握し、園を含め

た地域を総合的に支援する方法を提案することを目的とする。 

現在、埼玉大学周辺の幼稚園・保育園では、埼玉大学に在籍する留学生の子どもを含め、国際

児（両親／片親が外国籍の子ども）が増加している。しかし、現段階では、留学生の家族を支援

するという視点での体制はまだ整っていない。そのため、その子どもが幼稚園・保育園に入園す

ると、文化・言語・宗教など様々な相違や、日本の幼稚園・保育園についての情報不足が原因と

なり、誤解やトラブルが生じている。一方、幼稚園・保育園の保育者にとっては、他の文化・言

語・宗教についての研修や支援体制等がないままに保育を展開するため、その対応が保育者個人

に任され、困難を感じている状況である。その中で、地域に貢献する大学として、どのような方

策をとることができるかを考えると、以下のことがあげられる。 

（1）埼玉大学周辺の幼稚園・保育園において、幼稚園・保育園側、保護者（国際児の家族）側の

抱える緊急の課題を明らかにする。 

（2）上記の課題を解決するための方策を幼稚園・保育園、保護者、大学、行政と連携して考え、

改善策を幼稚園・保育園で実践していく。 

（3）実践を通して新たに必要となった組織や支援体制、ネットワークを作る。 
以上の 3 点が本プロジェクトの目的である。 

 

2 研究の経過 

2004年度は、「総合研究機構」の助成を受け、国際児の家族と保育者に対してインタビュー調査

を行い、緊急のニーズが明らかになった。また、さいたま市・桜区に在住する国際児の実態調査

を行った。そして、最も必要とされていた翻訳書類と翻訳集（インドネシア語と英語）を作成し

た。2005年度は、「翻訳書類、翻訳集の作成」「情報の整理と提供」を継続した。 

具体的には、2005年4月～5月は、前年度依頼した幼稚園資料の翻訳（インドネシア語訳・英訳

）の最終修正版を作成した。5月末に印刷作業をし、研究協力者である浦和K幼稚園に資料の翻訳



を提出した。 

さらに、4月から国際児家族と協働で、保育の対話集（インドネシア語訳・英訳）の編集作業を

行い、書類の翻訳（目次、チェックシート、索引、ルビ振り等）を追加した。また、イラストの

編集作業も行い、10月末に対話集を完成させた。11月中旬に、浦和K幼稚園で国際児を担任する保

育者全員と、浦和K幼稚園に子どもを通わせる国際児家族に対話集を配布し、現在試用中である。 

また、2004年度に行った、埼玉大学の所在する、桜区に在住する就園年齢の国際児数の実態調

査から、中国・韓国籍の国際児の数が多いことが明らかになった。そのため、10月下旬に、新た

な幼稚園資料の翻訳（中国語訳・韓国語訳）を翻訳会社に依頼し、12月に翻訳を作成・編集した。

具体的には、以下の書類の翻訳を作成した。 
 
表 国際児と保護者を支援する保育翻訳集 （中国語訳・韓国語訳） 
・「園児募集要項」（日本語B4/1枚） ・「入園願書」（B5/2枚） ・「バス通園申込書」（B5/1枚） 
・「早朝保育について」（B5/1枚）  ・「預かり保育からのお知らせ」（B4/1枚） 
・「入園のしおり」（B5/14枚） ・「年間行事といちにちの流れ」（B4/2枚） 
・「私立幼稚園園児教育費助成金（さいたま市）」（A4/2枚） 
・「幼稚園就園奨励費補助金（さいたま市）」（A4/4枚） 

 

 上記の幼稚園の翻訳資料・対話集の翻訳は、試用後に桜区の幼稚園・保育園にフィードバック

し、国際児の教育、日本の子どもたち及び保護者との共生教育に役立ててもらう予定である。ま

た、翻訳した幼稚園関連の資料をさいたま市へ提供し、行政の面でも活用してもらう予定である。 

 

3 結果 

2004年度に行った浦和K幼稚園の保育者10名へのインタビュー調査より、国際児の保育を通し

て保育者が自らの実践を自覚し、共生教育に向けて変化していく可能性が浮かび上がった。ここ

では、調査から浮かび上がった共生教育の前提となる、保育者の気付きと問い直しの項目を示す。 

1）日本語を基準とする援助の見直し：日本語力のみを基準に国際児への援助方法を決めることの

見直し） 

2）「お世話」の対象の流動化 

3）差異を取り上げる年齢の問い直し：年少・年中児は差異が「分からない」ため、年長児になっ

てから差異を説明することの問い直し 

4）「肌色活動」の問い直し：人の顔を「肌色」で描く活動の見直し 

5）差異を取り上げることの戸惑いと解消：差異について保育者が話すことで、幼児のなかに偏見

が形成されるのではないかという戸惑いと解消 

6）排他的な言動を示す幼児に対する援助 

7）国際児と日本人幼児に対する保育の問い直し 

8）日常の保育の問い直し：「当たり前」ととらえていた習慣等の見直し 

本報告では、このうち、本プロジェクトの成果である翻訳書類・翻訳集を活かすことのできる、

1）に焦点をあてる。国際児の保育で課題となるのは、多くの保育者が国際児の日本語力を基準に

判断し、日本語のみで対応しようとする傾向である。以下、それらの傾向の具体例と幼児の実態

との関連を示す。 
（1）保育者の援助の傾向と幼児の実態との関連 



①日本語を話さない国際児と、一見日本語が流暢な国際児に対しては、保育者の意識と対応が全

く異なること。国際児が日本語を全く話さない場合、国際児の母国や母語を取り上げることが

ある。しかし、日本語を話す国際児の場合、国際児の母語や母語を取り上げないため、国際児

は自身の母語を隠し、「恥ずかしい」ととらえたり、「こんなことも知らないの？」と国際児同

士が日本語力を基準に優劣をつける姿が見られた。また、日本人幼児も国際児の母国や母語に

ついて知る機会が少なかった。 
②一見日本語が流暢な国際児に対しては、日本人幼児と「同じ」ととらえ、配慮をしないこと。

そのため、製作等抽象的な言葉の多い活動では、国際児が理解できず、「できない」という場面

が多く見られた。その国際児の様子に対し、保育者は、「やらずに『できない』と言う」「言っ

たことを聞いていない感じがする」と国際児のやる気に還元し、国際児を低く評価することに

つながっていた。さらには、日本人幼児も国際児を低く位置付けることにつながっていた。 
③日本語が分からない国際児に対しても、保育者が幼稚園では日本語のみで対応しようとするこ

と。その理由として、「日本の幼稚園に来たら、日本語で」「他の子も日本語を話しているから」

「その子だけ英語というのも…」等があげられていた。その結果、国際児は、幼稚園での細か

なきまりや習慣をなかなか理解できず、叱られることが多いため、「悪い子」ととらえられるこ

とにつながっていた。さらには、日本人幼児も国際児を「バカだよなぁ」ととらえていった。 
④国際児の日本語力のみを基準とし、日本人幼児に働きかけること。特に、国際児の入園時の紹

介の仕方で、「お話しが分からない」という一面のみを紹介したため、日本人幼児が「（国際児

は）しゃべれないの？」「なんで話さないの？」ととらえることにつながっていた。 
（2）保育者の気付きと実践の問い直し 
 これらの傾向に対し、幼児の実態から保育者が自らの実践を問い直し、次のように変化する姿

が見られた。 
①国際児の得意な面を取り上げること。具体例として、英語を母語としない国際児が、英語を書

けることに保育者が気付き、積極的にとらえ、保育者自身も英単語で国際児に話しかけていた。

その結果、日本人幼児たちは、国際児を「日本語が話せない」だけの存在ではなく、英語を話

したり書いたりすることができる子だととらえていた。 
②国際児が「日本語」を話せないことだけでなく、「母語を話せる」ことを強調すること。その例

として、国際児と関係性の深い日本人幼児が、国際児の母語に関心を示し、インドネシア語の

メモを常に携帯し、コミュニケーションをとろうとしている実態に、保育者が気付いた。そし

て、保育者自身も、積極的に国際児の母語を学び、国際児の母語による挨拶を平仮名で書いて、

クラス全体で取り上げる文字環境を作り出していた。その結果、他の日本人幼児も、国際児が

母語を話せることに気付き、国際児の母語で話しかけていく姿が見られた。 
③日本語が「できない」面だけではなく、日本語を話せることや日本語の上達も認めていくこと。 
 例として、国際児が日本語を話すことに気付いた日本人幼児の発言をきっかけに、保育者が初

期にすぐにクラス全体で、国際児は日本語が分からないことも分かることもあるという両面性

を伝えていた。その結果、日本人幼児は、自分自身が「日本語分かるけど、英語分からない」

ことと関連付けて、理解しようとしていた。 
④日常的な会話と製作等で用いる抽象的な言葉では、理解の難易度に差があることに気付くこと。 
⑤④に気付いた上で国際児への個別の援助をし、国際児の言動が大きく変わることに気付くこと。



④⑤の具体例として、3 学期になっても国際児が製作をできない様子に、保育者が疑問に思い

始めていた。そして、クラス全体に説明した後に、国際児に個別に説明し始めると、国際児が

「できた」と持ってくるように変化したことに、保育者が気付いていた。このように、国際児

の表面的な日本語力で、他の日本人幼児と同じであると判断する段階から、国際児の実態に気

付き、自身の対応を見直して変えていくことで、国際児の言動も変化することに気付く段階へ

と変化していた。 
 

4 考察  
以上の結果より、保育者が幼児の実態を通して、無意識のうちにとらわれていた見方を問い直

し、成長していく姿が明らかになった。集約すると、共生教育への視点として、以下のことが重

要となる。「日本の幼稚園に来たら、日本語で」という前提を問い直し、国際児の視点から、日本

語のみでの対応で理解できるかを問い直すこと。日本語で通じなければ、保育者が簡単な母語を

覚えて説明する、保護者の協力を得て母語で説明してもらう等、「日本語で」という前提に固執す

るのではなく、柔軟に対応を変える柔軟性が求められる。また、幼稚園での日本語のみの対応に

よって、母語を「恥ずかしい」ととらえて話さなくなる国際児や、自分の保護者を日本語力で判

断し、日本語を話さない保護者とのコミュニケーションがとれなくなっている国際児も見られた。

ただし、国際児は、母国に帰ることも考えられる。そのため、国際児が今置かれている現状や、

日本語面での発達だけにとらわれず、幼児の将来の可能性や、多様な面の成長を考えた上で、そ

の援助が求められる。つまり、まず、国際児に日本語を強要することにどれだけの意味があるの

かを問い直す必要がある。そして、目先のことだけを考えて、国際児に日本語を強要することに

よって、国際児がどれだけのものを失い、日本人幼児にとっても豊かな経験ができる可能性をつ

ぶしていたかを考え直す必要がある。そのような気付きと問い直しによって、国際児だけでなく、

日本人幼児や保育者にとっても、多言語の存在を知り、尊重する価値観を生成し、共生教育に向

かっていくことができるだろう。その手助けとして、本プロジェクトで作成した対話集や翻訳書

類が、保育現場や国際児の家庭で活かすことができるだろう。 

 

5 課題 

（1）本プロジェクトで作成した翻訳書類と翻訳集を、さいたま市・桜区等行政に提供するだけで

なく、国際児の家族や他の幼稚園・保育園に広く行き届くようにすること。 

（2）インタビュー調査から浮かび上がってきた、国際児担任経験のある保育者のノウハウ等を、

新たな国際児の担任や他の幼稚園・保育園にも広めていくこと。  
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